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茂吉の郷里、初夏の上山市金瓶 

隣家で菩提寺の宝泉寺 
佐原
さ わ ら

㝫
りゅう

応
おう

 

幸田
こ う だ

露
ろ

伴
はん

（1867～1947） 

茂吉は 15 歳頃、幸

田露伴の『ひげ男』の

付録の「靄
あい

護
ご

精舎
せいしゃ

雑
ざつ

筆
ぴつ

」に感銘。その後、

露伴文学に傾倒し、露

伴の処世訓を指標と

して少年時代を送っ

た。露伴文学は茂吉の

人格形成に大きな影

響をもたらした。 

冬の上山市金瓶 

生母守谷いく 
体格がよかった。 

実父守谷熊次郎と 
10 歳頃の茂吉 

斎
藤

さ
い
と
う

茂も

吉き
ち 

１
８
８
２
年
%
明
治
15
(
)
１
９
５
３
年
%
昭
和
28
(
歌
人
1
精
神
科
医
6
山
形
県
生
ま
れ
6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

本
名
は
茂し

げ

吉き
ち

1
ま
た
は
茂も

吉き
ち

1
号
は
童
馬
山
房
主
人
1
伊
藤
左
千
夫
門
下
1
ア
ラ
ラ
ギ
の
中
心
人
物
6

生
涯
に
17
冊
の
歌
集
を
発
表
1
詠
ん
だ
歌
は
約
一
万
八
千
首
に
及
ぶ
が
1
本
人
は
1i
歌
は
業
余
の
す

さ
び
o
と
言
r
て
い
る
6
歌
以
外
に
x
柿
本
人
麿
{
全
5
巻
な
ど
1
多
く
の
随
筆
や
研
究
書
1
歌
論
1

医
学
の
研
究
論
文
な
ど
を
残
し
た
6
戦
争
中
は
1
積
極
的
に
戦
争
に
協
力
し
た
6 

１
８
８
２
年
%
明
治
15
(
０
歳
1
５
月
14
日
1
守
谷

も

り

や

伝
右
衛
門
熊
次
郎
の
三
男
と
し
て
1
山
形
県
上
山
市

か
み
の
や
ま
し

金か
な

瓶か
め

の
農
家
に
生
ま 

れ
た
1
母
は
i
い
く
o6
家
は
村
一
番
の
上
層
農
家
で
あ
r
た
6 

１
８
８
８
年
%
明
治
21
(
６
歳
1
４
月
1
金
瓶
尋
常
小
学
校
入
学
6 

１
８
９
０
年
%
明
治
23
(      
４
月
1
堀
田
村
半は

ん

郷ご
う

尋
常
高
等
小
学
校
に
移
る
6 

７
月
1
ゴ
¾
ホ
自
殺
6 

１
８
９
１
年
%
明
治
24
(
９
歳
1
１
月
1
妹
i
な
を
o
生
ま
れ
る
6 

こ
の
頃
よ
り
宝
泉
寺
住
職
佐
原

さ

わ

ら

㝫
り
)
う

応お
う

に
習
字
・
漢
文
を
1 

義
父
紀
一
の
父
1
斎
藤
三
郎
右
衛
門
に
凧た

こ

絵え

を
習
r
た
6 

こ
の
頃
か
ら
茂
吉
は
1
絵
1
書
1
作
文
に
才
能
を
発
揮
6 

i
成
績
が
良
く
神
童
視
さ
れ
た
1
特
に
習
字
が
う
ま
く
1 

食
事
中
で
も
人
と
話
し
て
ゐ
る
間
で
も
1 

い
つ
も
指
で
し
き
り
に
空く

う

に
文
字
を
書
い
て
ゐ
た
o 

と
弟
は
い
う
6 

守
谷
家
は
貧
し
く
1
小
学
校
卒
業
し
か
で
き
な
か
r
た
の
で
1 

茂
吉
は
1
画
家
か
寺
に
弟
子
入
り
す
る
か
農
民
に
な
る
か
1 

と
考
え
て
い
た
が
1
親
戚
の
精
神
科
医
の
斎
藤
紀
一
の
1 

養
子
候
補
と
な
り
上
京
す
る
こ
と
に
な
r
た
6 

１
８
９
２
年
%
明
治
25
(
10
歳
1
４
月
1
小
学
校
卒
業
1
高
等
科
に
進
級
6 

９
月
1
上
山
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
に
転
校
6 

こ
の
頃
1
中
林
梧
竹
の
書
i
イ
ロ
ハ
帖
o
を
臨
写
6 

神
経
質
で
過
敏
症
の
体
質
の
少
年
茂
吉
は
1 

15
歳
ま
で
夜
尿
症
が
続
い
た
6 

ひ
2
ろ
ひ
2
ろ
し
た
腺
病
質
の
少
年
だ
r
た
6 

１
８
９
４
年
%
明
治
27
(
12
歳
1
７
月
1
日
清
戦
争
勃
発 

１
８
９
６
年
%
明
治
29
(
14
歳
1
４
月
1
高
等
科
を
首
席
で
卒
業
6 

８
月
1
父
と
上
京
し
1
浅
草
の
斎
藤
方
に
寄
寓
し
た
6 

９
月
1
東
京
府
開
成
尋
常
中
学
校
に
編
入
学
6 

       

１
８
９
８
年
%
明
治
31
(
16
歳
1
幸
田
露
伴
の
影
響
大
6
佐
々
木
信
綱
編
.
歌
の
栞
2
を
読
む
6
こ
の
頃
か
ら
歌
を
詠
む
6 

１
９
０
０
年
%
明
治
33
(
18
歳
1
11
月
1
養
父
斎
藤
紀
一
1
ド
イ
ツ
留
学
に
出
発
6 

１
９
０
１
年
%
明
治
34
(
19
歳
1
３
月
1
開
成
中
学
校
卒
業
6
６
月
1
紀
一
長
男
西
洋

せ
い
よ
う

誕
生
6 
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青山脳病院（帝国脳病院）前面 敷地 4500 坪 

明治 43 年頃、結婚前
の斎藤輝子、16 歳頃 

養父、斎藤紀一 
精神科医・帝国議会
議員 

 
「口先がうまく、
成り上がり者で貴
族趣味の俗物」と
北杜夫（茂吉の次
男）は評している。
『楡家の人びと』
の主人公のモデ
ル。 

一高卒業写真（明治 38 年 5 月） 

前から２列目の左から２人

目が夏目漱石、３列目の白い服

が茂吉。漱石は、明治 36 年か

ら一高の英語講師となってい

た。茂吉は一高で漱石に英語を

教わった。 

明治 36年 5月 22 日、漱石の

教え子の藤村操が華厳の滝に

投身自殺した。漱石は自分の責

任を感じ悩んだようだが、茂吉

は「死せば其迄の事なり、後

は空々寂々土と化するのみ」

「世は、無常迅速とかいへば

未来は何だか分り申さず小生

は今日では現金主義に候」な

どと旧友の吉田幸助に書き送

っている。 

茂吉は、この頃は、実世間

的な功利主義、科学主義的な

生き方を良しとし、藤村操の

死を認めていない。「戦はずん

ば勝ちなし」とも述べている。 

正岡子規遺稿第一篇
『竹の里歌』（明治 37
年 11 月） 

これを読んだ茂吉
は、本格的に作歌を
志した。（茂吉の文学
的出発となった書） 
「竹の里歌よみて
只一人楽しみ居り
候・・・小生はじめ
て竹の里歌をよみ
驚き申候、以来子規
居士の慕はしくて
堪まらず一つ小生
も故人が弟子にで
もならむかとまで
おもひ居りし」と親
友の渡辺幸造へ手紙
を書いている。（明治
38年 4月 30 日付） 
子規の影響は茂吉

を写生道へと導い
た。 

佐佐木
さ さ き

信綱
のぶつな

 

1872 年（明治 5）

～1963 年（昭和

38）歌人  

三重県鈴鹿市生

まれ。 

新体詩集『この

花』刊行。歌誌

『心の花』発行。

短歌結社「竹柏

会」を主宰。 

佐佐木信綱編『歌の栞』
明治 25 年 4 月、博文館 
 

この本が、西行や源
実朝に茂吉の目を開
かせた。 

正岡子規（1867～1902） 

伊藤左千夫（1864～
1913・大正 2）満 48
歳、脳溢血で死去。 

 
明治 33 年、37 歳

の時、年下の正岡子
規に師事。 
子規没後、根岸短歌
会の歌人らをまと
め、偉人として敬愛
する正岡子規の精
神を継承した。 
門下に島木赤彦、
斎藤茂吉、古泉千
樫、中村憲吉、土屋
文明らがいる。 
「アララギ」誌上で
は赤彦、茂吉らと激
しく対立した。 

『馬酔木』（第3巻）
茂吉の歌がはじめ
て掲載された号。 

     

１
９
０
２
年
%
明
治
35
(
20
歳
1
一
高
第
三
部
入
学
6
9
月
19
日
1
正
岡
子
規
没 

１
９
０
３
年
%
明
治
36
(
21
歳
1
１
月
1
養
父
の
斎
藤
紀
一
ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
1
神
田
和
泉
町
に
帝
国
脳
病
院
を
設
立
1
８
月
更
に

赤
坂
区
青
山
に
青
山
脳
病
院
を
創
設
し
た
6
６
月
1
短
歌
雑
誌
x
馬
酔
木

あ

し

び

{
創
刊
6 

１
９
０
４
年
%
明
治
37
(
22
歳
1
12
月
1
子
規
の
遺
稿
.
竹
の
里
歌
2
を
読
み
1
作
歌
に
志
す
6
日
露
戦
争
勃
発 

      

１
９
０
５
年
%
明
治
38
(
23
歳
1
５
月
1
一
高
卒
業
1
７
月
1
斉
藤
紀
一
の
次
女
1
輝
子

て

る

こ

%
11
歳
(
の
婿
養
子
と
し
て
入
籍
1 

９
月
1
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
入
学
6
１
月
1
夏
目
漱
石
x
吾
輩
は
猫
で
あ
る
{
発
表
6 

              

１
９
０
６
年
%
明
治
39
(
24
歳
1
１
月
1
左
千
夫
i
ホ
ト
ト
ギ
ス
o
に
x
野
菊
の
墓
{
発
表
6 

２
月
1
茂
吉
の
歌
.
馬
酔
木

あ

し

び

2
に
掲
載
さ
れ
る
6 

３
月
1
伊
藤
左
千
夫

い

と

う

さ

ち

お

に
入
門
1i
馬
酔
木
o
の
一
員
と
な
る
6 

４
月
1
初
め
て
歌
会
に
出
席
し
1 

石
原
純
1
長
塚

な
が
つ
か

節
た
か
し

1
平
福
百

ひ
ら
ふ
く
ひ
:
く

穂す
い

ら
と
知
り
合
う
6 

      



 

                                                             書道もろもろ塾（2015.12.20) 235 

大正６年、輝子（22 歳）茂太

（2 歳）茂吉（35 歳） 
茂吉筆「短冊」 
6×36 ㎝ 

森鷗外（1862～1922・大正 11）
満 60 歳没 

 

鷗外は、「新抒情詩」「国

風新興」を意図し、『アラ

ラギ』と『明星』を接近

させるため、新詩社の代

表与謝野鉄幹とアララギ

派の代表伊藤左千夫と第

三者の代表として佐々木

信綱を招き、観潮楼歌会

を開いた。これは 26回開

催された。参加者は、鴎

外、左千夫、鉄幹、佐々

木信綱、平野万里、与謝

野晶子、吉井勇、北原白

秋、石川啄木、長塚節、

上田敏、木下杢太郎、平

出修、古泉千樫らである。

茂吉は明治 42年の 1月、

2月、4月の３回出席して

いる。 

茂吉は、北原白秋や木

下杢太郎から大きな影響

をうけた。 

『アカネ』創刊号 

『阿羅々木』創刊号 『白樺』創刊号 

『アララギ』 

『赤光』表紙 
明治 38 年から
大正 2 年 8月ま
での歌834首を
収めている 

１
９
０
７
年
%
明
治
40
(
25
歳
1
３
月
1
森
鷗
外

も
り
お
う
が
い

1
自
宅
で
観か

ん

潮
楼

ち
>
う
ろ
う

歌
会
を
主
催
6 

       

１
９
０
８
年
%
明
治
41
(
26
歳
1
１
月
1x
馬
酔
木
{
終
刊
6 

２
月
1
三
井
甲
之

こ

う

し

編
集
x
ア
カ
ネ
{
創
刊
6 

10
月
1
蕨け

つ

真し
ん

x
阿
羅
々

あ

ら

ら

木ぎ

{
創
刊
6 

根
岸
派
は
二
つ
に
分
裂
し
た
6 

12
月
1i
パ
ン
の
会
o
結
成
さ
れ
る
6 

１
９
０
９
年
%
明
治
42
(
27
歳
1
１
月
1
セ
ザ
ン
ヌ
の
油
絵
1
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
る
6 

９
月
1x
阿
羅
々
木
{
は
x
ア
ラ
ラ
ギ
{
と
仮
名
書
き
と
な
り
1 

東
京
の
左
千
夫
宅
に
発
行
所
を
移
し
1 

古
泉
千

こ
い
ず
み
ち

樫か
し

1
茂
吉
ら
が 

順
番
で
編
集
す
る
こ
と
に
な
r
た
6 

１
９
１
０
年
%
明
治
43
(
28
歳
1
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
医
学
科
卒
業 

４
月
1x
白
樺
{
創
刊
6x
白
樺
{
は
1
ル
ノ
ア
¹
ル
1 

ゴ
¾
ホ
1
ゴ
¹
ギ
º
ン
1
セ
ザ
ン
ヌ
な
ど
印
象
派
や
ロ
ダ
ン
1
マ
チ
ス
な
ど
を
紹
介
し
た
6 

６
月
)
11
月
1
長
塚

な
が
つ
か

節
た
か
し

x
土
{1
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
る
6 

１
９
１
１
年
%
明
治
44
(
29
歳
1
東
大
医
科
大
学
副
手
と
な
り
付
属
病
院
に
勤
務
6
精
神
病
学
を
研
究
6
７
月
1
東
京
府
巣
鴨
病
院

勤
務
6@
い
の
ち
の
あ
ら
は
れ
G%i
短
歌
小
言
o(
10
月
1
辛
亥

し
ん
が
い

革
命

か
く
め
い

勃
発
%
民
主
主
義
革
命
( 

こ
の
年
か
ら
大
正
３
年
ま
で
x
ア
ラ
ラ
ギ
{
の
編
集
担
当
6
島
木
赤
彦
を
知
る
6 

１
９
１
２
年
%
明
治
45
／
大
正
元
年
(
30
歳
1
東
大
医
科
大
学
助
手
と
な
る
6 

１
月
１
日
1
ア
ジ
ア
初
の
共
和
国
1
中
華
民
国
誕
生 

１
９
１
３
年
%
大
正
２
(
31
歳
1
４
月
1
連
作
i
お
ひ
ろ
o
を
i
ア
ラ
ラ
ギ
o
に
発
表
6 

５
月
1
母
い
く
1
脳
溢
血
で
亡
く
な
る
6%
享
年
58
歳
( 

７
月
1
伊
藤
左
千
夫
没
%
満
48
歳
( 

ひ
た
走
る
わ
が
道
暗
し
し
ん
し
ん
と
堪こ

ら

へ
か
ね
た
る
わ
が
道
く
ら
し 

９
月
1
連
作
i
死
に
た
ま
ふ
母
o
を
i
ア
ラ
ラ
ギ
o
に
発
表
6 

10
月
1
処
女
歌
集
.
赤
光

し
,
-
こ
う

2
刊
行
1
文
壇
内
外
に
大
反
響
起
こ
り
1
一
躍
有
名
に
な
る
6 

１
９
１
４
年
%
大
正
３
(
32
歳
1
４
月
1
輝
子

て

る

こ

%
19
歳
(
と
結
婚
6
７
月
28
日
1
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発 

１
９
１
５
年
%
大
正
４
(
33
歳
1
２
月
1
長
塚
節
没
%
満
35
歳
(
11
月
1
祖
母
ひ
で
没
6 

１
９
１
６
年
%
大
正
５
(
34
歳
1
長
男
茂
太
誕
生
6
12
月
1
漱
石
没
6 

１
９
１
７
年
%
大
正
６
(
35
歳
1
12
月
1
長
崎
大
学
医
学
部
精
神
病
科
教
授
と
な
る
6 

県
立
長
崎
病
院
精
神
病
科
部
長
も
兼
任
6
ロ
シ
ア
革
命 

１
９
１
８
年
%
大
正
７
(
36
歳
1
第
一
次
世
界
大
戦
終
結 

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
流
行 

１
９
１
９
年
%
大
正
８
(
37
歳
1
歌
論
集
x
童
馬
漫

ど
う
ば
ま
ん

語ご

{
刊
行 

５
月
1
長
崎
に
来
た
芥
川
龍
之
介
1
菊
池
寛
と
知
り
合
う
6 
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大正 6 年、輝子（22）・長男
の茂太（2 歳）茂吉（35 歳） 

宝泉寺の「地獄極楽図」 宝泉寺の「地獄極楽図」 

上
の
歌
は
1
x
赤
光
{
に
収
め
ら
れ
た
11
首
の
@
地

獄
極
楽
図
G
の
連
作
の
一
部
で
あ
る
6
茂
吉
の
故
郷
の

宝
泉
寺
で
子
供
の
頃
に
見
た
i
地
獄
極
楽
図
o%
正
確
に

は
i
十
王
図
o
と
i
来
迎
図
o(
の
掛
け
図
を
思
い
出
し

て
1
明
治
39
年
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
6 

子
規
が
1
釈
迦
の
i
涅
槃
図
o
を
見
て
作
r
た
i
木

の
も
と
に
臥
せ
る
仏
を
う
ち
か
こ
み
象
蛇
ど
も
の
泣
き

居
る
と
こ
ろ
o
の
如
き
i
古
今
に
な
き
姿
o
を
i
小
生

も
マ
ネ
い
た
し
た
る
次
第
に
候
o
と
1
友
人
の
渡
辺
幸

造
へ
の
手
紙
で
子
規
の
模
倣
を
し
た
こ
と
を
告
白
し
て

い
る
6
し
か
し
1
こ
れ
は
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
1
子

規
の
歌
に
触
発
さ
れ
て
1
茂
吉
は
絵
画
の
文
芸
的
再
現

を
通
じ
て
1
亡
き
母
や
㝫
応
和
尚
の
居
る
1
故
郷
へ
の

お
も
い
を
表
現
し
た
の
だ
と
想
わ
れ
る
6 

歌
集
x
赤
光
{
の
名
称
は
1
浄
土
真
宗
の
根
本
経
典

の
一
つ
x
仏
説
阿
弥
陀
経
{
の
中
の
i
池
中
蓮
華
1
大

如
車
輪
1
青
色

し
>
う
し
き

青
光

し
>
う
こ
う

1
黄
色

お
う
じ
き

黄
光

お
う
こ
う

1
赤
色

し
:
く
し
き

赤
光

し
:
I
こ
う

1

白
色

び
:
く
し
き

白
光

び
:
I
こ
う

1
微
妙
香
潔
o
に
よ
r
て
い
る
と
い
う
6

茂
吉
は
赤
色
が
好
き
で
あ
r
た
6
連
作
10
番
目
の
歌

@
白
き
華
し
ろ
く
か
が
や
き
赤
き
華
赤
き
光
り
を
放
ち

ゐ
る
と
こ
ろ
G
も
こ
の
経
典
に
よ
r
て
い
る
6 

 

赤
き
池
に
ひ
と
り
ぼ
p
ち
の
真
裸

ま
は
だ
か

の
を
ん
な
亡
者

も
う
じ
,

の
泣
き
ゐ
る
と
こ
ろ 

 

に
ん
げ
ん
は
牛
馬

う
し
う
ま

と
な
り
岩
負
ひ
て
牛
頭

ご

づ

馬
頭

め

づ

ど
も
の
追
ひ
行
く
と
こ
ろ 

 

に
ん
げ
ん
は
牛
馬

う
し
う
ま

と
な
り
岩
負
ひ
て
牛
頭

ご

づ

馬
頭

め

づ

ど
も
の
追
ひ
行
く
と
こ
ろ 

茂
吉 

茂吉筆「歌碑」 
宝泉寺の茂吉の墓の近く
に建つ歌碑 

茂
吉
の
生
母
i
い
く
o
は
1
大
正
２
年
５
月
23

日
1
59
歳
で
亡
く
な
r
た
6
茂
吉
は
母
を
弔
う
た

め
x
赤
光
{
に
1
母
の
歳
に
歌
の
数
を
あ
わ
せ
て

59
首
の
４
部
連
作
と
し
て
構
成
さ
れ
た
1
挽
歌

@
死
に
た
ま
ふ
母
G
を
収
め
た
6 

孤
独
で
悲
し
い
嘆
き
の
歌
で
あ
る
6 

茂吉筆・短冊 

 

の
ど
赤
き
玄つ

ば

鳥
く
ら
め

ふ
た
つ
屋は

梁り

に
い
て
足
乳

た

ら

ち

根ね

の
母
は
死
に
た
ま
ふ
な
り 

 

灰
の
な
か
に
母
を
ひ
ろ
へ
り
朝あ

さ

日
子

ひ

こ

の
の
ぼ
る
が
な
か
に
母
を
ひ
ろ
へ
り 

茂
吉 

茂吉筆「歌碑」 
宝泉寺裏の茂吉の母を焼
いた火葬跡に建つ歌碑 

茂吉筆・短冊 

歌集『つゆじも』 

昭和21年8月刊行。 
長崎時代（大正 6
年 12 月～大正 10
年 3月まで）の歌を
中心に収めた歌集。 
長崎時代は歌論、

とくに写生論を多
く発表している。そ
れらがまとめられ
て、大正 9 年 4月号
の「アララギ」に「短
歌に於ける写生の
説（一」」が発表さ
れ、「実相観入」と
いう写生論がうち
たてられた。 
 

あはれあはれここ

は肥前の長崎か唐

寺の甍
いらか

にふる寒き

雨 

 

朝あけて船より鳴

れる太
ふと

笛
ぶえ

のこだま

はながし竝
な

みよろ

ふ山 

                                   

１
９
２
０
年
%
大
正
９
(
38
歳
1
１
月
1
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
に
罹
る
6@
短
歌
に
お
け
る
写
生
の
説
G
を
i
ア
ラ
ラ
ギ
o
に
連
載
6 

１
９
２
１
年
%
大
正
10
(
39
歳
1
１
月
1
第
二
歌
集
.
あ
ら
た
ま
2
刊
行
6 
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『あらたま』表紙 

大正 2年9月から
大正 6 年 12 月ま
での作品 746 首
を収めている。 

茂吉書『あらたま』巻頭 6「一本道」の第 1 首 

茂吉筆 松山市の宝厳寺
にある「一本道」の歌碑 
 

芥川龍之介は、この歌
をゴッホの絵のようだ
と讃嘆した。 

 

あ
か
あ
か
と
一
本
の
道
通
り
た
り
霊
剋

た
ま
き
は

る
わ
が
命
な
り
け
り 

茂
吉 

茂吉筆「実相観入
じっそうかんにゅう

・茂吉山人」 

茂
吉
独
自
の
@
写
生
説
G
%
片
野
達
郎

氏
に
よ
る
ま
と
め
を
参
考
に
( 

@
実
相
観
入
G
は
1
茂
吉
が
唱
え
た
短

歌
の
写
生
論
で
1
子
規
の
写
生
論
を
発

展
さ
せ
た
歌
論
1
こ
れ
は
1
長
崎
時
代
1

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
に
罹
り
1
肺
炎
を
併

発
1
喀
血
し
た
が
1
肺
炎
か
ら
回
復
後

の
病
中
1
病
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
6 

@
実
相
に
観
入
し
て
自
然
・
自
己
一
元

の
生
を
写
す
ª
こ
れ
が
短
歌
上
の
写
生

で
あ
る
G
と
言
r
て
い
る
6
茂
吉
は
1

徹
底
し
た
観
察
と
写
生
を
作
歌
の
基

本
と
し
1
象
徴
的
な
自
然
描
写
に
よ
r

て
内
面
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
6 

短
歌
は
@
生い

き

の
あ
ら
は
れ
G
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
6
ま
こ
と
の
短
歌
は

@
自
己
さ
な
が
ら
G
の
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
ぬ
6 

自
然
を
写
生
す
る
の
は
1
即
ち
自
己

の
生
を
写
す
の
で
あ
る
6 

i
写
生
o
は
手
段
1
方
法
1
過
程
で

は
な
く
て
総
和
で
あ
り
全
体
で
あ
る
6 

i
写
生
o
の
究
極
は
@
生
G
の
象
徴

と
な
る
6 

i
写
生
o
と
は
1@
生

し
?
う

を
写
す
G
の

義
1
i
生
命

せ
い
め
い

直
射

ち
>
く
し
:

o
の
義
1
@
生
G
と

は
@
い
の
ち
G
の
義
1@
写
G
と
は
@
表

現
G
の
義
で
あ
る
6 

短
歌
に
於
て
主
観
的
と
か
客
観
的

と
か
い
ふ
こ
と
を
気
に
せ
ぬ
が
よ
い
6 

新
し
き
実
在
1
新
し
き
実
相
に
観
入

す
る
と
き
1
そ
の
短
歌
の
声
調
も
お
の

づ
か
ら
そ
れ
に
伴
ふ
の
が
順
序
で
あ

る
6 

茂吉筆「写生」昭和 6 年（1931） 茂吉筆「写生道」 茂吉筆「実相観入
じっそうかんにゅう

・茂吉山人題」 
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茂吉のメモ 
ファン・ゴッホ筆「ひまわり」1888 年 
ロンドン・ナショナルギャラリー蔵 

ファン・ゴッホ筆「種まく人」1888 年 64×80.5 ㎝ 

オッテルロ―のクレラ―・ミュラー美術館蔵 

ミレーの「種まく人」のポーズを借りた絵、
ゴッホにとって、色彩は自己の内面を表すも
のであった。 

初
め
1
茂
吉
は
1
西
洋
近
代
絵
画
の
影
響
を
複
製
の
図
版
か
ら
受
け
た
6

茂
吉
と
同
じ
く
1
画
家
に
な
り
た
か
r
た
芥
川
龍
之
介
も
1
西
洋
文
化
の
1

言
葉
に
よ
る
理
解
に
限
界
を
感
じ
1
絵
画
な
ど
の
造
形
芸
術
に
よ
r
て
感
覚

的
に
西
洋
を
理
解
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
6 

芥
川
は
x
あ
ら
た
ま
{
の
i
一
本
道
oi
遊
光
o
連
作
を
i
ゴ
¾
ホ
の
本
質

を
深
処
に
お
い
て
と
ら
え
文
芸
化
し
た
作
o
と
し
て
絶
賛
し
た
6 

 

あ
か
あ
か
と
一
本
の
道
と
ほ
り
た
り
た
ま
き
は
る
我
が
命
な
り
け
り 

か
が
や
け
る
ひ
と
す
ぢ
の
道
遥
け
く
て
か
う
か
う
と
風
は
吹
き
ゆ
き
に
け
り 

野
の
な
か
に
か
が
や
き
て
一
本
の
道
は
見
ゆ
こ
こ
に
命
を
お
と
し
か
ね
つ
も 

あ
か
あ
か
と
南
瓜
こ
ろ
が
り
ゐ
た
り
け
り
む
か
う
の
道
を
農
夫
は
か
へ
る 

あ
か
あ
か
と
土
に
埋
ま
る
大
日
の
な
か
に
ひ
と
見
ゆ
鍬
を
か
つ
ぎ
て 

i
ひ
ま
わ
り
o
の
メ
モ
で
は
1
絵
を
ス
ケ
¾
チ
し
て
1
12
輪
の
ひ
ま
わ
り

そ
れ
ぞ
れ
に
番
号
を
打
r
て
1
そ
の
一
輪
一
輪
の
描
法
に
つ
い
て
メ
モ
を
し

て
い
る
6
メ
モ
は
２
３
０
０
字
以
上
に
上
る
6
そ
の
一
部
を
見
て
み
よ
う
6 

⑵
心
ハ
黄
緑
ノ
色
デ
カ
イ
テ
ア
ル
Ö
⑴
ヨ
リ
モ
薄
イ
色
デ
ア
ル
Ö
ソ
ノ
マ
ハ

リ
ハ
黄
褐
ノ
色
デ
カ
イ
テ
ソ
レ
ニ
丹
褐
色
デ
少
シ
ク
ヌ
テ
ア
ル
ª
ソ
ノ
マ
ハ

リ
ハ
黄
褐
ノ
色
デ
細
カ
イ
短
カ
イ
花
辨
ヲ
カ
イ
テ
ヰ
ル
ª
ソ
レ
ガ
随
分
表
面

カ
ラ
モ
リ
ア
ガ
ð
テ
ヰ
ル
ª
ソ
ノ
マ
ハ
リ
モ
花
辨
ヲ
ヤ
ゝ
ナ
ガ
ク
沢
山
ニ
カ

イ
テ
ヰ
ル
ガ
Ö
コ
レ
ハ
ヤ
ゝ
末
ニ
ナ
ツ
タ
花
ノ
趣
デ
ア
ル
Öû
下
略
þ 

最
後
に
1
全
体
の
印
象
を
ま
と
め
て
い
る
6 

○
色
彩
ハ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
デ
ナ
ク
Ö
少
シ
モ
俗
向
キ
デ
ハ
ナ
イ
ª
床
ノ
黄
Ö

花
瓶
ノ
黄
等
ハ
一
寸
オ
モ
ヒ
及
バ
ナ
イ
処
デ
後
景
ノ
青
白
モ
実
ニ
高
尚
ダ
Ö 

○
一
ツ
一
ツ
ノ
花
ビ
ラ
ノ
写
生
力
ハ
実
ニ
オ
ド
ロ
ク
ベ
キ
モ
ノ
ダ
ª
花
瓶
ヲ

小
サ
ク
Ö
低
ク
シ
テ
Ö
花
ノ
茎
ヲ
短
カ
く
シ
タ
モ
ノ
Ö
何
ト
モ
云
ヘ
ヌ
重
厚

ノ
感
ジ
ヲ
オ
コ
サ
セ
ル
ª
明
イ
処
ト
ヤ
ゝ
ク
ラ
イ
処
Ö
ソ
ノ
立
体
的
ノ
関
係

ヲ
モ
Ö
花
ノ
心
ノ
色
ト
ソ
ノ
マ
ハ
リ
ノ
明
色
ノ
黄
ハ
Ö
何
カ
シ
ラ
迫
ツ
テ
来

ル
モ
ノ
ガ
ア
ル
ªû
後
略
þ 

こ
の
i
ひ
ま
わ
り
o
の
絵
は
1
当
時
ミ
±
ン
ヘ
ン
の
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ

¹
ク
%
近
代
美
術
館
(
に
あ
r
た
よ
う
だ
が
1
今
は
英
国
に
あ
る
ら
し
い
6 

上
の
図
版
の
書
は
1
歌
が
作

ら
れ
て
か
ら
４
年
ほ
ど
あ
と

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
6
そ

れ
ま
で
の
書
風
が
一
変
し
て

い
る
6
行
間
が
空
き
1
流
麗
で

リ
ズ
ミ
カ
ル
で
あ
る
6
寂
し
さ

が
伝
わ
r
て
く
る
よ
う
だ
6 

茂
吉
の
歌
は
自
己
と
自
然

が
一
体
に
な
r
た
も
の
で
あ

る
1
書
は
そ
れ
を
紙
の
上
に
筆

と
墨
で
再
現
す
る
も
の
で
あ

る
6
書
は
歌
の
内
容
を
字
の
形

に
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
6%
山
上
次
郎
氏
( 

茂吉筆「幅」大正 7 年～10 年頃？ 
歌は大正 4 年作 

ものゝ行きとどまらめやも山峡の杉の大

ぼくの寒さのひびき 茂吉 

茂吉筆「幅」大正 7 年～10 年頃？ 
歌は大正 4 年作 

あしびきの山こがらしのゆく寒さ鴉の

こゑはいよいよ遠しも 茂吉 

          

１
９
２
１
年
%
大
正
10
(
39
歳
1
10
月
28
日
1
精
神
病
学
研
究
の
た
め
欧
州
留
学
へ
6 

12
月
13
日
1
マ
ル
セ
¹
ユ
着
1
12
月
20
日
1
ベ
ル
リ
ン
到
着
6
茂
吉
は
1
留
学
中
1
医
学
の
真

摯
な
研
究
生
活
の
あ
い
ま
に
1
ヨ
¹
ロ
¾
パ
各
地
を
旅
し
1
寺
院
や
美
術
館
や
病
院
な
ど
を
見
学
し
1

視
覚
的
1
感
覚
的
に
西
洋
文
化
を
摂
取
し
よ
う
と
努
力
し
た
6
そ
し
て
1
帰
国
後
1x
接
吻
{x
ド
ナ

ウ
源
流
行
{
な
ど
1
す
ぐ
れ
た
滞
欧
随
筆
や
x
遠
遊
{x
遍
歴
{
な
ど
の
歌
集
を
残
し
た
6 
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か
ぜ
む
か
ふ
欅

け
や
き

太
樹

ふ

と

き

の
日ひ

て
り
葉は

の 

青
き
う
づ
だ
ち
し
ま
し
見
て
居を

り
¹
茂
吉
%x
あ
ら
た
ま
{( 

i
僕
は
遠
い
田
舎
に
出
掛
け
1
自
然
と
語
り
合
r
た
6・
・
・
君
は
あ
そ

こ
の
景
色
を
知
r
て
ゐ
る
だ
ろ
う
1
堂
々
と
し
た
1
静
か
な
素
晴
し
い

樹
木
が
あ
る
1・
・
・
一
つ
一
つ
の
樹
木
の
中
に
・
・
・
劇
が
あ
る
と
言

ひ
た
い
・
・
・
僕
に
は
1
自
然
の
嵐
の
劇
と
一
生
の
悲
し
み
の
劇
ほ
ど

印
象
の
強
い
も
の
は
な
い
6o%
ゴ
¾
ホ
の
テ
オ
宛
の
手
紙
か
ら
( 

 

ミ
±
ン
ヘ
ン
か
ら
島
木
赤
彦
宛
1
大
正
13
年
４
月
14
日
付
の
手
紙

で
1
茂
吉
は
i
ゴ
オ
ホ
は
日
本
で
は
下
火
に
候
も
1
小
生
は
実
際
を
見

て
1
敬
慕
罷
在
候
6
日
曜
の
午
前
に
見
に
ま
ゐ
り
一
昨
日
に
て
五
回
目

に
御
座
候
6o
と
書
い
て
い
る
6 

日
本
で
1
雑
誌
x
白
樺
{
を
中
心
に
1
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か

け
1
ゴ
¾
ホ
ブ
¹
ム
が
起
こ
r
た
が
1
大
正
10
年
代
に
は
ブ
¹
ム
が
下

火
に
な
r
て
い
た
よ
う
だ
6
茂
吉
も
1
や
や
ゴ
¾
ホ
熱
が
冷
め
か
け
て

い
た
が
1
欧
州
に
来
て
1
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
1
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
1

初
め
て
ゴ
¾
ホ
の
本
物
を
見
1
そ
の
高
い
芸
術
性
を
再
認
識
し
1
再
び
1

茂
吉
の
徹
底
し
た
ゴ
¾
ホ
へ
の
探
求
が
は
じ
ま
r
た
6 

茂
吉
の
メ
モ
に
見
ら
れ
る
1
対
象
の
部
分
に
対
す
る
こ
ま
か
い
観
察

力
1
そ
の
部
分
を
有
機
的
に
綜
合
し
て
全
体
を
把
握
す
る
力
6
こ
れ
が

茂
吉
の
歌
に
お
け
る
i
実
相
観
入
o
の
手
順
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
6 

茂
吉
の
言
う
i
写
実
oi
写
生
o
と
は
i
い
の
ち
の
あ
ら
は
れ
o
の
こ

と
で
あ
る
6
ゴ
¾
ホ
の
写
実
は
自
己
の
心
の
中
の
世
界
を
表
現
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
6i
茂
吉
は
ゴ
¾
ホ
の
絵
に
自
分
自
身
を
再
発
見
し

た
o%
片
野
達
郎
x
斎
藤
茂
吉
の
ヴ
*
ン
・
ゴ
¾
ホ
{
を
参
考
( 

 

@
ゴ
オ
ホ
は
現
実
の
自
然
に
随
順
し
た
の
で
Ö
そ
の
点
に
於
て
は
驚
く

べ
き
純
粋
で
且
つ
素
直
な
画
家
で
あ
p
た
G%
茂
吉
x
ア
ラ
ラ
ギ
{
表
紙

画
解
説
よ
り
( 

ファン・ゴッホ筆「オーヴェール近くの平野」
1890 年 7 月ミュンヘンのノイエピナコテーク蔵 

ファン・ゴッホ筆「糸杉」93.3×74 ㎝ 
1889 年 メトロポリタン美術館蔵 

ファン・ゴッホ筆「カラスのいる麦畑」1890 年７月 50.5×100.5 ㎝ 
アムステルダム、ファン・ゴッホ国立美術館蔵 

絶筆といわれている絵のひとつ。 
「ぼくは思いきって悲しみや極度の孤独を表現してみようとし
た。」（1890 年 7月上旬の弟テオとその妻ヨー宛の手紙より） 

茂
吉
の
メ
モ 

茂
吉
が
大
正
13
年
11
月
２
日
1
パ
リ
郊
外
の
オ
¹
ヴ
,
¹
ル
・
シ
±
ル
・
オ

ワ
¹
ズ
の
ゴ
¾
ホ
の
墓
に
詣
で
て
詠
ん
だ
歌
6 

ヴ
q
ン
・
ゴ
オ
ホ
つ
ひ
の
命

い
の
ち

を
を
は
り
た
る
狭
き
家
に
来
て
昼
の
肉に

く

食を

す 

雨
の
ふ
る
丘
の
う
へ
に
は
同
胞
の
二
つ
の
墓
が
な
ら
び
て
悲
し 

医
師
ガ
ð
セ
の
肖
像
も
見
つ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
も
の
と
こ
の
二
つ
と
あ
は
れ 

脳
病
み
て
こ
こ
に
起
臥

お

き

ふ

し
し
境
界

き
?
う
が
い

の
彼
を
お
も
へ
ば
悲
し
む
わ
れ
は 

大正 12 年（1923） 
ウィーンの茂吉 

                    
 

              

１
９
２
２
年
%
大
正
11
(
40
歳
1
１
月
13
日
ウ
/
¹
ン
着
1
20
日
1
ウ
/
¹
ン
大
学
神
経
学
研
究
所
に
入
る
6 

７
月
９
日
1
森
鷗
外
没
%
満
60
歳
( 

11
月
1
論
文
i
植
物
神
経
中
枢
の
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
昂
奮
性
に
つ
い
て
o 

１
９
２
３
年
%
大
正
12
(
41
歳
1
４
月
1i
麻
痺
性
痴
呆
者
の
脳
図
o
の
論
文
が
印
刷
さ
れ
1 

学
位
論
文
と
な
る
6 

５
月
1i
重
量
感
覚
知
見
補
遺
o
の
論
文
が
完
成
6 

７
月
1
ミ
±
ン
ヘ
ン
大
学
に
転
学
6
実
父
死
去
6 

９
月
１
日
1
関
東
大
震
災
青
山
脳
病
院
も
被
害
を
受
け
1 



 

                                                             書道もろもろ塾（2015.12.20) 240 

パリの茂吉と輝子 

ウィーンのゲーテ像
の前の茂吉 

ベルリンの茂吉と輝子 

再建された青山脳病院本院、分院は青山の
焼け跡に建てられた小病院。 

青山脳病院全焼 

大正 13年 12 月 29 日午前零時 25分、

餅つきの残火の不始末から発火し、

300 余名の入院患者中、20名が焼死、

3 時 20 分鎮火した。ローマ式建築の

大病院は一夜にして灰燼に帰した。養

父紀一は政界進出などに財産を使い

果たし後で、再建は後継者の茂吉の肩

にかかってきた。さらにまた、火災保

険が切れていたので資金の捻出に苦

しむことになった。そのほか、地元民

の反対運動、地主とのトラブルなど多

くの障害と戦い、5月に東京府下松沢

村松原に 8500 坪の土地を契約、再建

工事をはじめる、茂吉は金策のため連

日奔走した。大正 15 年 4 月 7 日、病

院は再建開院した。 

うつそみの吾を救ひてあはれあはれ

十万円を貸すひとなきか 茂吉 

 

うつしみの吾がなかにあるくるしみ

は白ひげとなりてあらはるるなり 

茂吉 

輝子（32 歳）と
宗吉（昭和 2 年） 

ウィーン神経学研究所で
学ぶ茂吉（右）立っている
のはマールブルク教授 

第 6 歌集『ともしび』表紙 

大正 14 年 1月（41歳）
から昭和 3 年（46 歳）
までの歌 912 首を収め
ている。昭和 25 年 1月
30 日に刊行された。 

芥川龍之介 

財
政
難
ゆ
え
帰
朝
せ
よ
と
の
手
紙
頻
繁
1 

平
福
百

ひ
ら
ふ
く
ひ
:
く

穂す
い

か
ら
援
助
を
受
け
1
滞
在
を
延
ば
す
6 

11
月
1
ヒ
ト
ラ
¹
の
ミ
±
ン
ヘ
ン
一
揆
に
遭
遇 

      

１
９
２
４
年
%
大
正
13
(
42
歳
1
７
月
23
日
1
パ
リ
で
輝
子
と
落
ち
合
い
1 

共
に
ベ
ル
ギ
¹
1
オ
ラ
ン
ダ
1
ド
イ
ツ
1
ス
イ
ス
1
イ
タ
リ
ア
な
ど
な
ど
を
巡
る
6 

10
月
1
医
学
博
士
の
学
位
を
得
て
1
11
月
30
日
1
マ
ル
セ
¹
ユ
か
ら
帰
国
の
途
に
就
く
6 

12
月
30
日
1
船
上
で
青
山
脳
病
院
全
焼
の
電
報
を
受
け
取
る
6
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動 

１
９
２
５
年
%
大
正
14
(
43
歳
1
１
月
５
日
1
神
戸
着
1
１
月
７
日
1
東
京
着
6
病
院
の
再
建
に
奔
走
6
２
月
1
長
女
百
子

も

も

こ

誕
生
6 

３
月
1i
普
通
選
挙
法
oi
治
安
維
持
法
o
成
立
6 

         

１
９
２
６
年
%
大
正
15
／
昭
和
元
年
(
44
歳
1
３
月
1
島
木
赤
彦
死
去
%
満
49
歳
( 

４
月
1
青
山
脳
病
院
復
興
6 

５
月
1
再
度
1x
ア
ラ
ラ
ギ
{
の
編
集
発
行
人
と
な
る
6 

１
９
２
７
年
%
昭
和
２
(
45
歳
1
４
月
1
青
山
脳
病
院
院
長
に
な
る
6 

５
月
1
次
男
宗そ

う

吉き
ち

%
北
杜
夫

き
た
も
り
お

(
誕
生
6 

７
月
1
芥
川
龍
之
介
自
殺
%
満
35
歳
(%
茂
吉
処
方
の
睡
眠
薬
で
自
殺
し
た
6( 

８
月
1
古
泉
千
樫

こ
い
ず
み
ち
か
し

没
%
満
40
歳
( 

１
９
２
８
年
%
昭
和
３
(
46
歳
1
11
月
1
養
父
紀
一
死
去
%
満
67
歳
( 

石
榑

い
し
く
れ

茂
し
げ
る

%
五
島
茂
(
と
の
短
歌
論
争 

茂
吉
は
1
本
業
の
精
神
科
医
1
青
山
脳
病
院
の
婿
養
子
と
し
て
病
院
経
営
に
忙
殺
さ
れ
1
研
究
も
し
1
居
丈
高
で
自
由
奔
放
な
妻

と
の
不
和
に
も
悩
み
な
が
ら
1
短
歌
や
多
く
の
随
筆
の
制
作
と
い
r
た
文
学
活
動
に
よ
r
て
1
茂
吉
は
生
活
上
の
危
機
1
苦
難
や
悲

し
み
や
嘆
き
を
の
り
こ
え
て
い
r
た
6
第
６
歌
集
.
と
も
し
び
2
の
後
記
に
1
歌
集
名
i
と
も
し
び
o
の
意
味
に
つ
い
て
i
艱
難

か
ん
な
ん

暗
澹

あ
ん
た
ん

た

る
生
に
辛
う
じ
て
x
と
も
し
び
{
を
と
ぼ
し
て
歩
く
と
い
う
ふ
や
う
な
暗
指
で
も
あ
r
た
だ
ら
う
か
6o
と
述
べ
て
い
る
6 

焼
け
あ
と
に
わ
れ
は
立
ち
た
り
日
は
暮
れ
て 

い
の
り
も
絶
え
し
空!

"

し
さ
の
は
て 

茂
吉
û
焼
け
あ
と
Ö
大
正
14
年
þ 

寒
水

さ
む
み
づ

に
幾
千

い
く
せ
ん

と
い
ふ
鯉こ

い

の
子こ

の 

ひ
そ
む
を
見
つ
つ
心
な
ご
ま
む 

û
霜 

昭
和
元
年
þ 

む
な
し
き
空そ

ら

に
く
れ
な
ゐ
に
立
ち
の
ぼ
る 

火
炎

ほ

の

ほ

の
ご
と
く
わ
れ
生
き
む
と
す 



 

                                                             書道もろもろ塾（2015.12.20) 241 

茂吉（52 歳）と子供たち（昭和 9） 
左より百子・茂太・茂吉・昌子・宗吉 
 

夫
婦
関
係
は
幸
せ
で
は
な
か
r
た
6
心
の
通
わ
ぬ
夫
婦
で
あ
r
た
1
し
ば
し
ば
衝
突
し
1
か
ん
し
�
く
持
ち
で
1
す
ぐ
に
手
を
挙
げ
る

茂
吉
の
家
庭
内
暴
力
も
度
々
で
あ
r
た
ら
し
い
6
性
格
の
不
一
致
な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ
る
が
1
輝
子
は
茂
吉
亡
き
あ
と
1i
茂
吉
は
本

当
に
純
粋
な
人
oi
茂
吉
は
神
様
み
た
い
な
人
だ
r
た
o
と
テ
レ
ビ
な
ど
で
語
r
て
い
る
が
1
本
心
は
分
か
ら
な
い
6 

輝
子
は
天
真
爛
漫
で
1
自
由
奔
放
1
マ
ス
コ
ミ
か
ら
i
猛
女
o
と
呼
ば
れ
た
6
茂
吉
没
後
７
年
目
1
64
歳
の
輝
子
は
海
外
に
は
ば
た

く
6
89
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
に
1
海
外
渡
航
数
97
回
1
世
界
１
０
８
�
国
を
訪
れ
て
い
る
6
79
歳
で
南
極
1
80
歳
で
エ
ベ
レ
ス
ト
山

麓
1
81
歳
で
エ
ジ
プ
ト
1
83
歳
で
ア
ラ
ビ
ア
半
島
1
フ
/
ジ
¹
諸
島
1
85
歳
で
ジ
ン
バ
ブ
エ
な
ど
を
訪
れ
1
合
計
で
地
球
36
周
分
の

旅
を
し
た
彼
女
は
1
類
ま
れ
な
る
強
い
女
性
で
あ
r
た
6%
輝
子
の
事
は
x
猛
女
と
よ
ば
れ
た
淑
女
{
斎
藤
由
香
著
に
詳
し
い
( 

 

二
十
年
つ
れ
そ
ひ
た
り
し
わ
が
妻
を
忘
れ
む
と
し
て
衢

ち
ま
た

を
行
く
も 

茂
吉 

 

か
す
か
な
る
む
し
の
遊
も
見
ゆ
る
な
り 

日
に
照
ら
さ
れ
し
擬
宝
珠

ぎ

ぼ

う

し

の
葉
に 

茂
吉 

茂吉筆「短冊」 
6×36 ㎝ 
「ともしび」収録 

茂吉と永井ふさ子 

永
井
ふ
さ
子
は
1
子
規
の
ふ
た
従
兄
弟
で
1
県
立
松
山
高
女
を
卒
業
後
上
京
1
姉
の
家
に

寄
宿
し
1
ア
ラ
ラ
ギ
に
入
会
し
短
歌
の
修
業
に
励
ん
で
い
た
6
茂
吉
か
ら
の
手
紙
は
１
５
０

通
ほ
ど
あ
r
た
ら
し
い
が
1
一
部
焼
却
さ
れ
1
１
３
０
通
余
り
が
残
r
て
い
る
6
ふ
さ
子
は

結
婚
を
期
待
し
た
が
1
茂
吉
に
は
そ
の
気
は
な
い
1
茂
吉
の
苦
し
み
を
慮
r
て
1
叶
わ
ぬ
恋

を
諦
め
る
た
め
1
昭
和
12
年
春
1
ふ
さ
子
は
両
親
の
薦
め
る
縁
談
に
一
旦
は
合
意
す
る
が
1

茂
吉
を
忘
れ
き
れ
な
い
ふ
さ
子
は
縁
談
を
破
約
し
1
病
気
に
な
r
て
し
ま
う
6
こ
と
の
真
相

を
知
r
た
ふ
さ
子
の
父
は
1
心
労
の
た
め
1
翌
年
亡
く
な
r
て
し
ま
r
た
6
縁
談
の
破
棄
以

後
1
ふ
さ
子
と
茂
吉
は
ど
う
な
r
た
の
か
1i
も
は
や
私
に
と
r
て
他
の
人
の
感
情
を
受
け

る
こ
と
は
苦
痛
で
し
か
な
か
r
た
6
婚
約
解
消
を
決
意
す
る
と
同
時
に
1
先
生
と
の
恋
愛
を

つ
づ
け
る
こ
と
も
自
分
に
ゆ
る
せ
な
か
r
た
o
と
1
い
う
こ
と
ら
し
い
6 

ふ
さ
子
は
83
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
1
独
身
を
通
し
た
6
松
山
の
長
建
寺
に
ふ
さ
子
の
一

人
墓
が
あ
る
6
茂
吉
没
後
10
年
の
１
９
６
３
年
1
ふ
さ
子
は
雑
誌
に
茂
吉
か
ら
の
手
紙
と

手
記
を
発
表
し
1
衝
撃
が
広
が
r
た
6 

１
９
８
１
年
刊
1
永
井
ふ
さ
子
著
x
斎
藤
茂
吉
・
愛
の
手
紙
に
よ
せ
て
{
が
あ
る
6 

20代の永井ふさ子 

第７歌集『たかは
ら』表紙 
昭和 4 年から昭
和 5年9月までの
歌 454 首を収め
ている。昭和 25
年6月30日刊行。 

第 8 歌集『連山』
表紙 
昭和 5 年 10 月
から昭和5年11
月までの歌 705
首を収めてい
る。昭和 25 年
11月15日刊行。 

      

１
９
２
９
年
%
昭
和
４
(
47
歳
1
４
月
1x
短
歌
写
生
の
説
{
刊
行 

10
月
1
次
女
昌
子

ま

さ

こ

誕
生
6
世
界
大
恐
慌 

１
９
３
０
年
%
昭
和
５
(
48
歳
1
３
月
1
太
田
水
穂
と
i
病や

む

雁か
り

論
争
o1 

土
屋
文
明
1x
ア
ラ
ラ
ギ
{
の
編
集
発
行
人
に
6 

10
月
1
満
鉄
の
招
待
で
満
州
・
北
支
各
地
を
旅
行 

１
９
３
１
年
%
昭
和
６
(
49
歳
1
８
月
1
㝫
応
和
尚
没 

９
月
18
日
1
満
州
事
変 

x
正
岡
子
規
{x
明
治
大
正
和
歌
史
{
執
筆 

１
９
３
２
年
%
昭
和
７
(
50
歳
1x
源
実
朝
{x
近
世
歌
人
評
伝
{
執
筆 

１
９
３
３
年
%
昭
和
８
(
51
歳
1
９
月
1i
万
葉
短
歌
声
調
論
o
を
x
万
葉
集
講
座
{
に
発
表
6i
柿
本
人
麿
研
究
o
執
筆
開
始
6 

11
月
1
ダ
ン
ス
ホ
«
ル
事
件
起
こ
る
6
妻
輝
子
の
関
係
す
る
ス
キ
º
ン
ダ
ル
が
新
聞
な
ど
に
報

じ
ら
れ
1
茂
吉
と
輝
子
は
警
察
の
取
調
べ
を
受
け
た
6 

真
相
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
Ö
東
京
朝
日
新
聞
û
昭
和
８
年
11
月
８
日
þ
な
ど
に
Ö 

@
医
博
Ö
課
長
夫
人
等
 々

不
倫
・
恋
の
ス
テ
ð
プ 

銀
座
ホ
«
ル
の
不
良
師
検
挙
で 

有
閑

女
群
の
醜
行
暴
露
G
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
@
・
・
・
こ
の
不
良
ダ
ン
ス
教
師
を
め
ぐ
る
有
閑
女

群
の
中
に
は
青
山
某
病
院
医
学
博
士
夫
人
な
ど
の
名
も
あ
げ
ら
れ
醜
い
数
々
の
場
面
を
係
官
の

前
に
ぶ
ち
ま
け
て
ゐ
る
・
・
・
G
な
ど
と
書
か
れ
た
ª 

11
月
1
以
後
1
昭
和
20
年
ま
で
茂
吉
と
輝
子
は
別
居
す
る
こ
と
に
な
り
1
事
実
上
の
夫
婦
で
な

く
な
r
た
6
再
び
同
居
し
た
茂
吉
の
最
晩
年
1
痴
呆
に
な
r
た
茂
吉
を
献
身
的
に
介
護
し
た
6 

       

１
９
３
４
年
%
昭
和
９
(
52
歳
1
５
月
1
中
村
憲
吉
没
%
46
歳
(
９
月
1
子
規
33
回
忌
歌
会
で
永
井
ふ
さ
子
と
出
会
う
6
以
後
1
茂

吉
は
毎
日
の
よ
う
に
ふ
さ
子
に
手
紙
を
書
い
た
6
11
月
1
x
柿
本
人
麿
1
総
論
篇
{
刊
行
6
こ
の

頃
1
歌
の
弟
子
永
井
ふ
さ
子
%
24
歳
(
と
親
密
な
関
係
に
な
る
6 
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茂吉筆「短冊」 
「たかはら」所収 

 

山や
ま

草く
さ

の
た
か
き
茂し

げ

り
に
く
ら
が
り
し
草
う
ご
か
し
て
水
は
い
き
ほ
ふ 

茂
吉 

茂吉筆「高原
たかはら

に光のごとく 鶯
うぐひす

のむらが 

り鳴くはたのしかりけり 茂吉」 

歌集「たかはら」所収 

第 11 歌集『暁
ぎょう

紅
こう

』表紙 

昭和 10 年から昭和 11

年までの歌 968首を収

めている。昭和 15 年 6

月 30 日刊行。 

第 10 歌集『白桃
しろもも

』表紙 

昭和 8 年から昭和 9

年までの歌 1017 首

を収めている。昭和

17 年 2月 25 日刊行。 

第 13 歌集『のぼり路
じ

』 

表紙昭和14年 10月から昭
和 15 年までの歌 734 首を

収めている。昭和 18 年 11

月 20日刊行。 

第 12 歌集『寒
かん

雲
うん

』表紙 

昭和 12 年から昭和 14 年

10 月までの歌 1115 首を

収めている。昭和 15 年 3
月１日刊行。 

昭
和
８
年
か
ら
14

年
に
か

け
作
ら
れ
た
1i
白
桃
oi
暁
紅
o

i
寒
雲
o
は
茂
吉
文
学
の
頂
点

と
言
わ
れ
て
い
る
6
茂
吉
52
歳

か
ら
58

歳
ま
で
の
三
千
余
首

で
あ
る
6
こ
れ
ら
が
作
ら
れ
た

時
期
は
1
友
の
死
や
妻
の
ス
キ

º
ン
ダ
ル
な
ど
実
生
活
上
の
悲

嘆
が
つ
づ
い
た
6
そ
の
よ
う
な

孤
独
の
な
か
で
1
歌
の
弟
子
永

井
ふ
さ
子
に
出
会
い
1
暫
時
1

茂
吉
は
恋
愛
歌
人
へ
と
転
進
し

た
よ
う
た
が
1
彼
は
女
体
に
し

か
興
味
が
な
か
r
た
よ
う
で
あ

る
6
こ
れ
で
は
恋
愛
歌
人
と
は

い
え
な
い
だ
ろ
う
6 

茂吉は、人麿の歌を既成短歌の
最高峰だと仰ぎ、人麿研究に没
頭した。昭和９年から 15 年に
かけて『柿本人麿』全 5 巻が岩
波書店から刊行された。長谷川
如是閑は「御用詩人柿本人麿」
で人麿を徹底的に貶めた。 

光
放
つ
神
に
守
ら
れ
も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
ひ
と
つ
の
息
を
息
づ
く 

%
茂
吉
と
ふ
さ
子
の
合
作
( 

狼
に
な
り
て
ね
た
ま
し
き
咽
笛
を
噛
み
切
ら
む
と
き
心
和
ま
む 

%
茂
吉
と
ふ
さ
子
の
合
作
( 

                 

１
９
３
５
年
%
昭
和
10
(
53
歳
1i
童
馬
山
房
夜
話
o
を
i
ア
ラ
ラ
ギ
o
に
連
載
開
始
1 

10
月
1x
柿
本
人
麿
1
鴨
山
考
補
註
篇
{
刊
行
6 

１
９
３
６
年
%
昭
和
11
(
54
歳
1
人
麿
歌
集
の
評
釈
に
専
念
す
る
6 

１
９
３
７
年
%
昭
和
12
(
55
歳
1
２
月
1
郷
里
の
宝
泉
寺
境
内
に
墓
を
造
営
し
1 

i
茂
吉
之
墓
o
の
文
字
を
揮
毫
6 

５
月
1x
柿
本
人
麿
1
評
釈
篇
巻
之
上
{
刊
行
6 

茂
吉
1
松
山
で
1
永
井
ふ
さ
子
の
両
親
に
会
い
1 

ふ
さ
子
の
婚
約
を
祝
う
6
ふ
さ
子
の
両
親
は
1 

二
人
の
関
係
を
知
ら
ず
1
茂
吉
を
大
歓
迎
す
る
6 

ふ
さ
子
の
案
内
で
正
岡
子
規
の
遺
跡
を
め
ぐ
る
6 

６
月
1
帝
国
芸
術
院
会
員
と
な
る
6 

７
月
７
日
1
日
中
戦
争
勃
発
%
盧ろ

溝こ
う

橋
き
>
う

事
件
( 

１
９
３
８
年
%
昭
和
13
(
56
歳
1
４
月
1
国
家
総
動
員
法
制
定
さ
れ
る
6 

11
月
1x
万
葉
秀
歌
{
上
下
二
巻
を
刊
行
6x
柿
本
人
麿
{
に
よ
り
透
谷
賞
受
賞
6 

こ
の
頃
よ
り
1
戦
争
詠
が
多
く
な
r
て
く
る
6
ふ
さ
子
と
の
恋
愛
も
冷
め
て
く
る
6
茂
吉
の
関
心
は
1
恋
愛
か
ら
国
家
や
戦
争
へ
と

変
化
し
1
恋
愛
歌
人
か
ら
1
愛
国
歌
人
へ
と
転
身
し
て
い
r
た
6
ふ
さ
子
は
生
涯
茂
吉
を
慕
い
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
6
歌
集
x
寒

雲
{
の
な
か
で
戦
争
歌
人
へ
の
転
身
が
見
ら
れ
る
6
愛
国
心
に
も
え
た
戦
争
歌
を
1
歌
集
に
編
む
こ
と
を
茂
吉
は
予
定
し
て
い
た
が
1

戦
争
が
終
わ
r
て
し
ま
い
実
現
し
な
か
r
た
6
茂
吉
は
歌
壇
の
先
頭
に
立
r
て
戦
争
を
賛
美
し
た
6 

１
９
３
９
年 

%
昭
和
14) 

57
歳
1
２
月
1x
柿
本
人
麿
1
評
釈
篇
之
下
{
刊
行
6 

９
月
1
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
6
10
月
1
高
千
穂
峰
に
登
る
6 

１
９
４
０
年
%
昭
和
15
(
58
歳
1
３
月
1
歌
集
x
寒
雲
{
刊
行
6x
不
断
経
{
刊
行
6 

５
月
1
茂
吉
の
x
柿
本
人
麿
{
帝
国
学
士
院
賞
受
賞
6 

６
月
1x
高
千
穂
峰
{
刊
行
6
歌
集
x
暁
紅
{
刊
行
6 
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「愛国百人一首」昭和 17 年 12 月 8
日、大東亜戦争開始一周年に発行 
 

認定 情報局、選定 日本文学
報国会、協力 毎日新聞社、後
援 陸軍省、海軍省、文部省、
大政翼賛会、日本放送協会、 京
都 山内任天堂謹製 
 

愛国百人一首選定委員は、佐々

木信綱、尾上柴舟、太田水穂、

窪田空穂、斎藤瀏、斎藤茂吉、

川田順、吉植庄亮、釈迢空、土

屋文明、松村英一。（北原白秋） 

 

万葉時代から幕末までの、皇室

への崇敬や国土愛、家族愛など

を詠んだ「愛国」の和歌が選ば

れている。選ばれた歌は、名歌

ばかりで、本来、軍国主義とは

何ら関係ない歌であった。しか

し、これらの和歌はナショナリ

ズムと結びつけられ、侵略戦争

を聖戦と思わせるなど、戦争す

る心を準備した。 

第16歌集『白
しろ

き山
やま

』 

昭和 21年から昭
和 22年までの歌
850首を収める。
昭和 24年8月20
日刊行。 

第 14 歌集『霜
しも

』 

昭和 16 年から昭和
17 年までの戦争に
関係のない歌863首
を収めている。昭和
26年12月20日刊行 

昭和 21 年頃、 

大石田を流れる最
上川の河原の茂吉 

        

茂
吉
は
1
戦
後
1i
戦
犯
歌
人
o
と
蔑
称
さ
れ
1
非
難
が
集
中
す
る
ほ
ど
国
策
に
超
協
力
的
な
歌
人
で
あ
r
た
6
彼
は
歌
作
を
通
し

て
1
戦
争
遂
行
に
積
極
的
に
加
担
し
た
6
彼
が
戦
時
中
に
制
作
し
た
戦
争
礼
賛
1
国
威
発
揚
歌
は
１
８
０
０
首
以
上
に
及
び
1
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
新
聞
や
雑
誌
や
ラ
ジ
オ
で
発
表
さ
れ
1
軍
国
主
義
を
煽
る
の
に
役
立
r
た
6
し
か
し
1
茂
吉
本
人
は
1
戦
争
協
力
し
た

こ
と
へ
の
反
省
は
な
い
よ
う
で
あ
る
6
茂
吉
は
1
昭
和
21
年
４
月
1
弟
子
に
以
下
の
よ
う
に
話
し
た
と
い
う
1i
俺
を
戦
争
協
力
者
と

は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
だ
6
俺
ば
か
り
と
い
う
こ
と
は
な
い
6
歌
人
の
ほ
と
ん
ど
が
皆
そ
う
じ
�
な
い
か
6
国
が
戦
争
を
す
れ
ば
1

誰
で
も
勝
た
せ
た
い
と
願
う
の
は
当
然
だ
6
國
民
に
と
r
て
そ
れ
が
ど
こ
が
悪
い
oi
俺
を
戦
争
協
力
者
に
擧
げ
る
な
ん
て
1
奴
ら
は

共
産
党
か
時
局
便
乗
の
奴
ら
に
決
ま
r
て
い
る
o
と
6 

茂
吉
の
戦
争
歌
は
1
歌
集
i
石せ

き

泉せ
ん

oi
白
桃

し
ろ
も
も

oi
暁
紅
oi
寒
雲
oi
の
ぼ
り
路
oi
霜
oi
小
園

し
=
う
え
ん

o
と
i
短
歌
拾
遺
o
な
ど
に
収
め
ら

れ
て
い
る
6
そ
の
い
く
つ
か
を
見
て
み
よ
う
6 

あ
な
清す

が

し
敵
前

て
き
ぜ
ん

渡
河

と

か

の
写
真
み
れ
ば
皆
死
を
決
し
て
犢た

鼻ふ

褌さ
ぎ

ひ
と
つ
û@
寒
雲
Gþ 
 

上
海
戦
の
部
隊
お
も
へ
ば
炎

ほ
の
ほ

だ
つ
心
と
な

り
て
今
夜

こ

よ

ひ

ね
む
れ
ず
û@
寒
雲
Gþ 
 

勝
ち
き
ほ
ふ
あ
た
ら
し
き
代
の
と
き
の
ま
も
皇

す
め
ら

御
民

み

た

み

は
お
ほ
ら
か
に
せ
じ
û@
と
ど
ろ
き
Gþ 

あ
た
ら
し
き
年
の
は
じ
め
に
誓
は
な
む
こ
の
勝
戦
つ
ら
ぬ
か
む
と
ぞ
û
@
く
ろ
が
ね
G
þ 
 

あ
や
ま
れ
る
蒋
介
石
の
面
前
に
武
漢

お
ち
て
平
和
建
立
第
一
歩 
 

漢
口
は
陥
り
に
け
り
穢
れ
た
る
罪
の
ほ
ろ
ぶ
る
砲
の
火
の
な
か
・
・
・
・
・
・
ª 

茂
吉
は
ま
た
1
i
た
た
か
ひ
の
歌
を
つ
く
り
て
疲
れ
た
る
わ
れ
の
一
時

ひ
と
と
き

何
か
空む

な

し
き
o
%
i
独
語
o
(
と
か
1
戦
争
歌
を
i
死
骸

し

が

い

の
如

き
歌
累
々

る
い
る
い

と
よ
こ
た
は
る
い
た
し
か
た
な
く
作
れ
る
も
の
ぞ
o
な
ど
と
時
に
読
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
1
何
か
嘘う

そ

嘘う
そ

し
く
卑
怯
で
あ
る
6 

 

１
９
４
１
年
%
昭
和
16
(
59
歳
1
12
月
８
日
1
真
珠
湾
攻
撃
1
太
平
洋
戦
争
開
始
6 

１
９
４
２
年
%
昭
和
17
(
60
歳
1
２
月
1
歌
集
x
白
桃
{
刊
行
6 

３
月
1i
文
学
の
師
・
医
学
の
師
o
を
発
表
6 

８
月
1x
伊
藤
左
千
夫
{
刊
行
6 

１
９
４
３
年
%
昭
和
18
(
61
歳
1
11
月
1x
源
実
朝
{1x
の
ぼ
り
路
{
刊
行
6 

１
９
４
５
年
%
昭
和
20
(
63
歳
1
３
月
1
12
年
間
別
居
し
て
い
た
妻
輝
子
を
青
山
の
自
宅
に
帰
す
6 

４
月
1
単
身
1
郷
里
金
瓶
に
疎
開
す
る
6 

５
月
25
日
1
空
襲
で
青
山
自
宅
Ö
病
院
が
全
焼
ª 

６
月
1
妻
輝
子
1
次
女
昌
子
1
金
瓶
に
来
て
同
居
6 

８
月
1
広
島
1
長
崎
に
原
爆
投
下
さ
れ
る
6 

第
二
次
世
界
大
戦
終
結 

１
９
４
６
年
%
昭
和
21
(
64
歳
1
１
月
３
０
日
1
山
形
県
大
石
田
に
移
住
6 

輝
子
は
上
京
し
て
長
男
茂
太
と
同
居
6 

３
月
1
左
湿
性
肋
膜
炎
に
罹
り 

５
月
上
旬
ま
で
臥
床
療
養
6 

４
月
1
選
集
x
浅
流
{
刊
行
6
８
月
1
歌
集
x
つ
ゆ
じ
も
{
刊
行
6 

10
月
1
昭
和
22
年
度
御
歌
会
始
選
者
と
な
る
6 

１
９
４
７
年
%
昭
和
22
(
65
歳
1
４
月
1x
短
歌
一
家
言
{x
作
歌
実
語
鈔
{ 
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第 17 歌集『つきかげ』 

昭和 23 年から昭和 27

年までの歌 1008 首を

収める。茂吉没後の昭
和 29 年 2 月 25日刊行
された。 

梧竹の習字手本を茂吉の長兄が写して
茂吉に与えた手本と思われる。 
梧竹は鳴鶴の書を臨書したようである。 

茂吉筆「作文草稿」表紙 10 歳の書 
昭和 26 年頃の茂吉 

昭和 25 年、孫と茂吉 

x
万
葉
の
歌
境
{
刊
行
6 

７
月
1x
童
牛
漫
語
{
刊
行
6 

８
月
1
歌
集
x
遠
遊
{
刊
行
6
上
山
で
天
皇
に
拝
謁
6 

11
月
1
東
京
の
世
田
谷
区
代
田

だ

い

た

に
移
住
6 

こ
の
年
か
ら
１
９
５
１
年
ま
で
歌
会
始
選
者 

１
９
４
８
年
%
昭
和
23
(
66
歳
1
１
月
1
養
母
ひ
さ
死
去
6
朝
日
新
聞
歌
壇
の
選
者
に
6 

４
月
1
歌
集
x
遍
歴
{
刊
行
6 

青
山
脳
病
院
院
長
を
引
退
6 

１
９
４
９
年
%
昭
和
24
(
67
歳
1
４
月
1
歌
集
x
小
園
{
刊
行
6 

５
月
1
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
り
宮
中
で
倍
食
6 

８
月
1
歌
集
x
白
き
山
{
刊
行
6 

１
９
５
０
年
%
昭
和
25
(
68
歳
1
１
月
1
歌
集
x
と
も
し
び
{
刊
行
6 

５
月
1
第
一
回
読
売
文
学
賞
詩
歌
賞
受
賞
6 

６
月
1
歌
集
x
た
か
は
ら
{
刊
行
6 

10
月
1x
明
治
大
正
短
歌
史
{
刊
行
6 

次
兄
守
谷
富
太
郎
死
去
6
左
側
不
全
麻
痺
で
臥
床
6 

11
月
1
歌
集
x
連
山
{
刊
行
6
新
宿
区
大
京
町

だ
い
き
=
う
ち
=
う

に
移
住
6 

１
９
５
１
年
%
昭
和
26
(
69
歳
1
２
月
1
心
臓
喘
息
の
発
作
と
呼
吸
困
難
続
く
6 

３
月
1x
続
明
治
大
正
短
歌
史
{
刊
行
6 

６
月
1
歌
集
x
石
泉
{
刊
行
6 

11
月
３
日
1
文
化
勲
章
受
章
6 

12
月
1
歌
集
x
霜
{
刊
行
6 

１
９
５
２
年
%
昭
和
27
(
70
歳
1
５
月
1x
斎
藤
茂
吉
全
集
{%
岩
波
書
店
(
第
一
回
配
本
開
始
6 

痴
呆
が
進
む
6 

１
９
５
３
年
%
昭
和
28
(
71
歳
1
２
月
25
日
1
心
臓
喘
息
で
死
去
6%
満
70
歳
９
月
( 

 

茂
吉
の
書
画 

茂
吉
の
実
父
も
兄
弟
た
ち
も
能
筆
ぞ
ろ
い
で
あ
r
た
1
中
で
も
茂
吉
は
1
幼
少
の
頃
か
ら
書
が
特
に
上
手
く
1
父
は
茂
吉
に
本
気

で
1
勉
強
し
て
書
家
に
な
ら
な
い
か
と
勧
め
た
く
ら
い
で
あ
r
た
と
い
う
6
茂
吉
は
1
９
歳
頃
か
ら
1
佐
原
㝫
応
和
尚
に
つ
い
て
書

を
学
ん
だ
6
㝫
応
和
尚
は
1
若
い
こ
ろ
%
明
治
初
年
(1
流
行
し
て
い
た
巻
菱
湖
流
を
学
び
1
つ
い
で
1
鳴
鶴
流
に
移
r
た
6
茂
吉
も

鳴
鶴
流
の
手
本
を
小
学
校
で
習
r
た
1
㝫
応
和
尚
は
1
26
歳
の
時
%
明
治
21
年
(1
た
ま
た
ま
中
林
梧
竹
の
拓
本
を
見
た
6
そ
の
後
1

和
尚
は
生
涯
1
梧
竹
の
崇
拝
者
と
な
り
1
梧
竹
の
書
法
を
村
中
に
広
め
た
6
明
治
25
年
1
梧
竹
が
宝
泉
寺
に
来
て
1
七
日
間
滞
在
し

た
折
1
和
尚
の
依
頼
で
梧
竹
は
i
片
仮
名
帳
o
を
書
き
残
し
た
6
そ
れ
を
10
歳
の
茂
吉
が
双
鉤
填
墨
し
た
1
と
後
年
1
本
人
が
言
r

て
い
る
も
の
が
残
r
て
い
る
が
1
お
そ
ら
く
長
兄
が
写
し
た
も
の
だ
ろ
う
6 
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茂吉筆「証書」冗談で書いたもの 14 歳の書 

茂吉筆「山大古」扁額 大正 5 年 11 月、34 歳 福島県の友人宅で書かれた。 

明治 25年ころ、梧竹が㝫応和尚を訪ね、金瓶に来た時、茂吉の父

守谷熊次郎が㝫応和尚を通じて、梧竹に「山大古」の揮毫を依頼し

た。それで、茂吉は 10歳の頃から実家にあった梧竹の「山大古」の

扁額を鑑賞し、感動もしていたようである。その実家の作品を思い

出してこれを書いたと想われる。梧竹崇拝のあらわれ（山上次郎氏） 

茂吉は小学校で習った鳴鶴の手本や中学校で習った西川春洞の影

響も受けているようである。 

中林梧竹筆「恬
てん

筆
ひつ

以前
い ぜ ん

」1912 年（明治 45年/大正元年）86歳 超短鋒筆使用 

「恬
てん

」とは筆を改良した秦
しん

の蒙恬
もうてん

（前３世紀の人）のこと、蒙恬より昔の筆だという意味。 

梧竹晩年の愛用筆 
大と小（超短鋒筆） 

少
年
茂
吉
の
書
の
師
は
1

㝫
応
和
尚
と
梧
竹
の
書
で
あ

r
た
6
彼
等
か
ら
北
派
の
書

を
習
r
た
6
梧
竹
は
60
歳
前

後
に
六
朝
風
の
書
を
か
い
て

い
た
6
梧
竹
が
金
瓶
に
き
た

の
は
65
歳
こ
ろ
で
あ
る
6 

和
尚
は
i
字
は
形
な
ど
は

ど
う
だ
r
て
よ
い
1
き
た
な

い
字
を
書
い
て
も
よ
い
6
た

だ
芯
の
あ
る
字
を
書
け
と
よ

く
教
え
た
6
芯
の
あ
る
字
と

い
う
こ
と
は
1
子
供
に
も
な

ん
と
な
く
会
得
出
来
た
ナ
6
o

%i
茂
吉
秘
話
o( 

茂吉筆「奇妙法」10 歳の書 
六朝体で書かれている 

茂吉筆「次兄守谷富太郎宛書簡」1899 年（明治 32 年 1 月 6日付）16 歳の書 歌がかかれている。 

茂吉筆「帖」大正 10 年（39 歳）頃、 

ゆふされば大根の葉にふるしぐれいたく寂し

くふりにけるかも 茂吉 

茂吉筆「帖」大正 10 年（39 歳）頃 

「三月廿九日近江番場なる蓮花寺に㝫応和尚

乎訪ふ」しづかなる山のミ寺のゆふぐ連に於の

づか良なる水の於とか奈 茂吉 

 

茂吉は、大正 10 年、長崎を引き上げる途中

近江にいた㝫応和尚を訪ねた。その時詠んだ歌

と書である。寂寥幽玄の風韻の書である。 
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茂吉筆「蔵王山歌碑」幅 
昭和 9 年（1934）8 月 52 歳 

茂吉の書にはめずらしく、

右上がりの強い書である。逆

境に抵抗する気持ちが表れた

ものか。書かないではいられ

ないから書いた書である。そ

こが、書家梧竹との違いであ

る。 

茂吉筆「霊泉延年」幅 昭和 8 年（1933） 
山形市外蔵王温泉の若松屋蔵 

茂吉がとくに、中林梧竹に傾倒した

のは昭和 4、５年ころからという。東

京の烏山
う や ま

にある梧竹堂から、名品を借

り受けて学んでいる。梧竹の「恬筆以

前」を借りて臨書したのは昭和 8 年

（1933）、茂吉 51歳の時という。 

臨書した日に、上の「霊泉延年」を揮

毫したようである。梧竹にそっくりで

ある。この頃から茂吉の書は梧竹風に

なってゆく。左右の細字は梧竹風では

ない。 

陸
奥

み
ち
の
く

を
ふ
た
わ
け
ざ
ま
に
／
聳
え
た
ま
ふ
蔵
王
の
山
／
の
雲
の
中
に
た
つ 

茂
吉 

茂吉筆「幅」大正 14 年（43 歳）頃の書 

うつし身はかなしきものか一つ樹をひたに
寂しくおもひけるかも 茂吉 

茂吉筆 大正 14 年（43 歳）頃の書 

あしびきのやまこがらしのゆく寒さ鴉のこ
ゑはいよいよ遠しも 茂吉 
起筆が大きく深く入筆される書は、大正末
期から昭和初期にかけてだけみられる特徴
である。これは誰の影響もない、茂吉独自
の書である。この頃、茂吉は「空間の筆意」
について意識している。 

我
が
心
し
ま
し
空
し
き
に
暗
谷
の
ひ
く
ぞ
ら
な
か
を
鳥
啼
す
ぎ
ぬ 

茂
吉 

わ
が
父
も
母
も
い
ま
さ
ぬ
頃
よ
り
ぞ
湯
殿
の
山
に
湯
は
わ
き
給
ふ 

茂
吉 

茂吉筆「短冊」 
昭和６年頃 

茂吉筆「短冊」 
昭和６年頃 

起筆の大きい書風は昭和４年頃に消滅し、続いて、梧竹の
連綿草の影響を受けた書が現れるが、昭和５年から昭和９
年にかけて一字一字を切り離した書風に変わっていった。 
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茂吉筆「短冊」 
昭和 10 年～15
年頃も書 
 
書きぶりが

たどたどしく
後 退 し て い
る。梧竹を忘
れたためか。 

山
谿
も
あ
ら
は
に
な
り
て
見
ゆ
る
ま
で
の
ぼ
り
ぞ
わ
が
来
し
楽
し
く
も
あ
る
か 

茂
吉 

中林梧竹筆「幅」明治 29 年 9 月 

茂吉筆 昭和 20 年 10 月 28日の書 
 

終戦後の茂吉の書、ねちねちと

ゆっくり書いている、敗戦の無気

力なのか、何かを噛みしめている

ようである。 

ひ
る
時
雨
の
お
と
も
寂
し
き
こ
と
あ
り
て
日
ま
し
に
山
は
あ
か
く
な
る
べ
し 

茂
吉 

た
ま
き
は
る
命
生
き
む
と
は
し
き
や
し
こ
の
畑
つ
も
の
も
食
は
ざ
ら
め
や
も 

茂
吉 

為
茂
吉
生 

大
聖
文
殊
菩
薩 

梧
竹
居
士
拝
書 

茂吉筆「南瓜」昭和 21 年 10 月頃？ 茂吉筆「猫柳」昭和 22 年ころか？ 

か
ぎ
ろ
ひ
の
春
さ
り
来
る
最
上
川
う
ろ
く
づ
の
子
も
さ
か
の
ぼ
る
ら
し 

茂
吉 

㝫
応
和
尚
が
梧
竹
に
依
頼
し

て
1
上
京
し
た
茂
吉
の
た
め

に
揮
毫
し
て
も
ら
r
た
書
6 

茂
吉
は
1
死
の
７
日
前
に
1

こ
の
書
を
床
の
間
に
掛
け
て

も
ら
r
て
1
な
が
め
な
が
ら

亡
く
な
r
た
と
い
う
6 

i
大
聖
文
殊
菩
薩
中
林
梧
竹

拝
書
少
年
茂
吉
十
五
歳
の
た

め
o%
昭
和
26
年
1
茂
吉
作
( 

茂
吉
は
1
敗
戦
の
年
か
ら

翌
年
に
か
け
大
石
田
町
に
住

み
1
本
格
的
に
絵
を
描
き
始

め
た
6 

茂
吉
の
絵
は
1
誰
の
真
似

で
も
な
く
1
自
然
に
向
か
い

あ
r
て
一
人
で
描
き
あ
げ
た

も
の
で
あ
る
6 

正
岡
子
規
の
絵
と
共
通
す

る
も
の
が
あ
る
6 

茂
吉
の
歌
と
同
じ
く
1
観

察
が
細
か
く
1
感
情
が
込
め

ら
れ
て
い
る
6x
斎
藤
茂
吉
全

画
集
{
%
中
央
公
論
美
術
出

版
(
に
は
85
枚
の
絵
が
収
め

ら
れ
て
い
る
6
茂
吉
は
1
風

景
の
絵
も
描
い
て
い
る
が
1

こ
の
画
集
は
1
花
や
野
菜
の

絵
を
載
せ
て
い
る
6 

                                          


